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現在のシーバスゲームに欠かせないルアー！
バイブレーションと言えば、デイゲームで速いテンポの釣り・リア

クションなどと単調な釣りのイメージが強かったのですが、今ではナ
イトゲームでも使用する事も増え、様々なシチュエーションでの出番
もある事から、繊細な釣りにも対応出来る事が必須条件となっており
ます。

バイブレーションで繊細な釣りをするためには、流れへの対応性・
操作性・リトリーブスピードの融通性といった要素がとても重要と
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Text by 山内勝己

バイブレーションがデイゲーム用ルアーだったの
は昔の話。昼夜を問わず使いこなしていこう！
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なるだけでなく、流れを感じ
フィールドの状況を掴むとい
うミノー的な要素も必要不可
欠です。

そこで出番となるのが、こ
れらの要素を凝縮したバイブ
レーション・キックビート！ 
現在 15g・20g とウェイト
の違う２タイプがリリースされていますが、今回は 15g の使い方を
紹介しようと思います。

15gと20gの使い分け方を知ろう！
キックビートの特徴から解説すると、まず第一に、独自のボディー

形状を持つことで、ボディー全体を使ったアクションが最強波動を生
み出し、魚を寄せる！という点が挙げられます。

流れに強い設定になっていますが、ルアーがアクションするのに必
要な「流れを掴む・受け流す」という２つのバランスが “ 絶妙 ” なセッ
ティングとなっているため、流れの変化でバランスを崩しバイトへと
持ち込んでくれます。

使い方ですが、前述したように流れの変化でバランスを崩し食わせ
の間を演出してくれますので、基本は流れを感じながら「タダ巻き」

で OK です。
私の中で 15g の出番の多いシ

チュエーションは 20g とレンジ
の使い分けをしたいときで、上の
レンジを意識したい場合やウェー
ディングなどのシャローエリアを
攻める場合、河川などでナイト
ゲームやボトムに張り付く低活性
なシーバスをスローな釣りで誘う

キックビート 15g ＆ 20g は、全 10 色
のラインナップで好評発売中だ！
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場合などですね。
キックビートは、ロッド

アクションでルアーにアク
ションをつけて使うことを
前提とした場合は、ジャー
クなどの大きなアクション
でルアーをスライドさせる
様な使い方では無く、ヒラ

をうたせる程度の小さなアクションが得意なルアーです。
イメージとしては、「広範囲を探り、シーバスに気付かせるために

ときおりヒラをうたせフラッシングでアピールさせる。ピンポイント
に着いているシーバスにスイッチを入れるために、バイトゾーンに入
る前に同じ様にフラッシングでアピールさせる」この様なイメージで
アクションを使って頂けたらと思います。縦の軌道にも強いルアーな
ので、リフト＆フォールも得意なルアーです。

最後に私が使うメソッドのひとつを紹介します。河川の様な流れの
強いフィールドでダウンクロスでのボトムドリフトで送り込んで、ボ
トムを意識しているシーバスや低活性でボトムに張り付いているシー
バスをバイトに持ち込ませる釣り方です。このとき、小さなリフト＆
フォールを織り交ぜながらドリフトさせるのも有効なので、是非試し
てみて下さい。

山内勝己（やまうち・かつみ）
fimoアドバンスとして日々活動する山
内氏は、千葉県の河川や干潟をメイン
フィールドとし、時期や時間を問わず
安定的な釣果を上げている凄腕のシー
バスアングラー。LONGINとは、第一弾
ルアーKICKBEATモニターとして参加
後、PLEXのテストにおいて高い功績を
残し、正式にフィールドテスターとして
契約。他にラパラジャパンフィールドテ
スターも勤める。
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